
き
た
た
か

ぎ

富
山
・
北
一局
木
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
富
山
県
射
水
郡
大
島
町
北
高
木

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
島
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
安
念
幹
倫

・
高
橋
真
実

盆
呂
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
〇
世
紀

（奈
良
時
代
後
半
ｔ
平
安
時
代
中
頃
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
島
町
は
、
県
中
央
部
に
あ
た
る
射
水
郡
の
西
端
部
に
位
置
し
、
そ
の
町
域

は
、
庄
川
及
び
そ
の
支
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
の
先
端
部
に
広
が

る
。
本
遺
跡
は
、
市
街
地
か
ら

北
東

へ
一
・
五
臨
の
北
高
木
地

区
、
北
接
す
る
新
湊
市
と
の
境

界
に
あ
る
企
業
団
地
の
西
側
水

田
部
に
広
が
る
。
遺
跡
の
標
高

は
約
三
ｍ
で
あ
る
。
ま
た
本
遺

Ｄ

跡
の
北
東
部
に
は
同
時
期
の
遺

一昌

跡
と
し
て
荒
畑
遺
跡
が
あ
る

（大
島
町
教
委

『大
島
町
荒
畑
遺

隊
発
掘
調
査
概
要
』

一
九
九
一
年
）。

企
業
団
地
の
拡
張
造
成
に
先
立
ち
、　
一
九
九
二
年
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し

た
。
今
回
の
調
査
区
は
、
前
回
出
挙
に
関
わ
る
木
簡
が
出
土
し
た
Ｂ
地
点

（本

誌
第

一
五
号
）
よ
り
、
南
東
に
五
〇
〇
ｍ
程
離
れ
た
Ｄ
地
点
で
あ
る
。
確
認
し

た
遺
構
は
、
自
然
流
路

・
掘
立
柱
建
物

・
土
坑
で
あ
る
。

木
簡
は
、
自
然
流
路
跡
か
ら
合
計
九
点
出
土
し
た
。
調
査
区
の
中
央
を
ほ
ぼ

南
北
に
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
る
自
然
流
路
は
、
南
端
で
調
査
区
外
に
抜
け
る
も

の
の
、
隣
接
す
る
Ｃ
地
区
の
南
側
で
東
西
方
向
に
蛇
行
し
流
れ
る
。
部
分
的
に

改
修
を
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
殆
ど
自
然
の
流
路
で
あ
る
。
流
路
幅
は

五
ｔ

一
〇
ｍ
、
深
さ

一
。
三
―

一
・
九
ｍ
を
測
る
。
土
層
の
状
況
か
ら
、
こ
の

幅
で
何
回
か
流
れ
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
本
遺
構
は
、
遺
物

の
状
況
、
特
に
土
師
器

。
須
恵
器
の
時
期
よ
り
見
て
、
二
つ
の
時
期
に
主
体
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
ま
で
と
、
九
世

紀
半
ば
か
ら

一
〇
世
紀
初
頭
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
が
、
出
土
し
た
木
簡
は
す

べ
て
九
世
紀
半
ば
か
ら

一
〇
世
紀
初
頭
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

主
な
共
伴
遺
物
は
、
土
師
器

。
人
形

・
斎
串
な
ど
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
他
の

調
査
区
と
同
様
に
、
土
器
類
で
主
体
を
な
す
器
形
は
椀

・
皿
形
態
で
、
完
形
品

が
多
い
。
墨
書
土
器
も
二
〇
〇
余
点
と
多
く
、
習
屋

「中
」
の
文
字
が
目
立
つ
。

こ
の

「富
」
銘
の
墨
書
土
器
中
に
、
椀
の
側
面
、
底
部
よ
り
口
縁
部
に
か
け
て

「佐
見
御
庄
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が

一
点
出
上
し
て
い
る
。
『西
大
寺
資

財
流
記
帳
』
中
に
見
ら
れ
る
新
川
郡

「佐
味
庄
」
と
の
関
係
は
現
時
点
で
は
不



明
だ
が
、
注
目
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
時
期
的
に
や
や
異
な
る
も
の
の

須
恵
器
杯
類
に
記
さ
れ
て
い
る
墨
書
に
は
、
人
名
と
考
え
ら
れ
る

「蓑
万
呂
」

「秋
万
呂
」
「小
野
殿
」
と
、
場
所

・
方
位
な
ど
の

「西
庄
」
「西
殿
」
、
動
詞

の

「納
」
、
数
字
の

「
一
」
「
四
」
「十
」
な
ど
の
三
二
種
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

遺
存
状
況

・
組
成
か
ら
、
こ
の
自
然
流
路
か
ら
出
土
し
た
遺
物
群
は
祭
祀
に

関
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、　
一
定
時
期
に
集
中
し
て
供
献
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
遺
物
の
出
土
状
況
か
ら
、
自
然
流
路
内
に
水
は
あ
っ
た
も

の
の
流
れ
は
殆
ど
な
く
、
よ
ど
み
に
近
い
状
況
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
釦
］
〇
）
×
嗚
卜
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
卜
四
ｅ

×
∞
∞
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
卜
時
卜
）
×
り
ヽ
×
伽
　
Φ
Ｐ
Φ

含
驚

十

認

）
×
ぷ

×
∞
　

Φ
毬
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1994年出上の木簡

(4)

〔
欺
ヵ
〕

□
諾
冠
回
冠
冠
□
請
冠
□

□
右
□
□
□
□
□
□

醒
騨
楊
艶
激
ッ
魏
事
」

「道
長
大
神
進
上
申
　
一二
月
十
日

兄
江
富
継
天
女
建
都
乙
成
女
生
子
兄
江
千
仁
女
大
神
解
申
神
×

「品
治
部
他
当
女
道
長
大
和
進
上
申
事
如
件
三
月
十
日

「日

□

回
万
呂
二
合

六
月
十
七
八
日
米
三
升

□
万
呂

一
升
二
合

□
万
□
□
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
万
呂

一
升
二
合

□
万
呂
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
万
呂

一
升
二
合

「日

□

「春
三
千
百
六
十
束
交
易
　
又
夏

一
千
七
百
汁
二
…
十
二
ォ
本
　
利
二
千
四
百
冊
六
〔欧
ヵ
〕

「
□

□

十

二
□

廿

六

束

□

□

□

百

畑

相

回

…

対

二
束
〔
酢

隣
ヵ
〕剛

剛

剛

□

旦
戸
ヵ
〕
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日
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省榎

Ｔ
〕編
嘘
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ユ
孝
洗
γ
停
な
人
練
衛
】
郷

阻
厖
脇
膠
睡
口
陸
隠
‐兵
柔
押
止
タ
タ
を
た

句

ユ
�
十
ｑ

ψ‘、ＲＴｔ　ｎ・〈・・（　　歩′オ́ィ一生茅」が

心
オ

〓
帯

ゎ́
た



1994年 出上の木簡

０
　
。
□
三
百
六
十
四
　
　
　
」

・
　

　

　

□
□
日

□

【抜
ヵ
〕
〔直
〓
一ヵ
〕

百
　
□
□
　
□
□

口

　

□

」
　

　

　

　

　

　

（μＳ
×
⇔Ｐ巡

常
Φ

⑤

　

「
＜
小
黒
六
斗
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔泉
Ｐ受
伽
震

ω
は
、
自
然
流
路
中
央
部
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
た
習
書
木
簡

で
あ
る
。
こ
の
木
簡
中
に
は
安
万
呂
と
楊
万
呂
と
い
う
二
名
の
人
名
が
確
認
で

き
る
。
「冠
」
の
文
字
が
記
さ
れ
た
木
簡
の
出
土
は
全
国
的
に
も
稀
で
あ
り
、

藤
原
京
跡

（奈
良
県
▼

城
山
遺
跡

（静
岡
県
）
の
二
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る

（奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

六
お
よ
び
本
誌
第
二
号
）。
両
遺
跡
で
は

「加
冠
」
と
い
う
表
現
で
用
い
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
本
遺
跡
の
出
土
例
は

「請
冠
」
で
あ
り
、
極
め
て
稀
な
表
現

と
い
え
る
。
ま
た
、
時
期
的
に
は
平
安
時
代
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
自
然
流
路
の
北
端
で
出
土
し
た
。
こ
の
文
中
に
は
固
有
名
詞
と
考
え

ら
れ
る

「道
長
大
神
」
と
、
四
人
の
名
前

「兄
江
富
継
天
女
」
「建
部
乙
成
女
」

「兄
江
千
仁
女
」
冒
ｍ
治
部
他
当
女
」
と
、
Ｔ
一月
十
日
」
と
い
う
日
付
が
看
取

さ
れ
る
。
表
面
の
文
意
は
捉
え
方
に
よ
っ
て
幾
通
り
か
に
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の

一
つ
と
し
て

「道
の
長
の
大
神
に
進
上
し
申
す
。
三
月
十
日
。
兄
江
の
富
継
天

女
と
、
建
部
の
乙
成
女
が
生
ん
だ
子
で
あ
る
兄
江
の
千
仁
女
が
大
神
に
姑
し
て

解
し
申
す
に
は
神
…
」
、
裏
面

「品
治
部
の
他
当
女
が
道
の
長
の
神
に
対
し
て

進
上
申
し
上
げ
た
の
は
以
上
の
こ
と
で
あ
る
。
三
月
十
日
」
と
な
る
。
本
文
中

の

「道
の
長
の
神
」
を
新
湊
市
所
在
の

「道
神
社
」
と
関
係
の
あ
る
神
と
し
て

仮
定
で
き
る
が
、
コ
一月
十
日
」
は
、
「道
神
社
」
で
は
琴
平
祭
の
例
祭
日
に
あ

た
る
。
ま
た
、
「兄
江
」
姓
は
現
時
点
で
知
ら
れ
て
い
な
い
姓
で
あ
り
、
今
後

に
課
題
を
残
す
。

０
は
、
ほ
と
ん
ど
肉
限
で
の
判
読
は
不
可
能
な
木
簡
で
は
あ
る
が
、
六
名
分

の
人
名
と

「六
月
甘
七
八
日
」
コ
ニ
升
」
な
ど
の
数
量

。
日
付
を
示
す
記
述
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
帳
簿
様
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
上
部
の
記
述
は
不
明
だ

が
、
下
部
の
記
述
は
、
数
字
的
に
は
合
わ
な
い
も
の
の
、
米
の
分
配
を
示
す
記

述
と
思
わ
れ
る
。

い
は
、
出
挙
に
関
す
る
記
述
の
見
ら
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
自
然
流
路
の
埋
土

の
狭
い
範
囲
か
ら
、
三
点
以
上
に
分
割
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
文
章
は
、

両
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
裏
面
は
削
り
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
判

読
し
に
く
い
。
表
面
の
文
意
は

「春
三

一
六
〇
東
、
夏

一
七
三
二

（束
、
合
わ

せ
て
四
八
九
）
二
束
を
本
稲
と
し
、
そ
の
利
稲
が
二
四
四
六
束
に
な
る
」
と
い

う
こ
と
で
、
春
夏
の
出
挙
の
実
施
と
、
そ
の
利
が
五
割
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

九
二
年
出
土
の
木
簡
と
と
も
に
、
本
地
域
の
出
挙
を
物
語
る
も
の
と
し
て
興
味

深
い
。
働
は
、
両
面
に
各
々
数
字
が
書
か
れ
て
い
る
木
簡
で
あ
る
。
表
面
に

「
二
百
六
十
四
」
と
あ
り
、
裏
面
中
央
に
「百
」
そ
の
下
三
行
に
割
書
き
し
て
あ

る
が
、
「□
」
詭
叫
□三
愛
の
み
が
読
め
る
だ
け
で
あ
る
。
⑥
は
、
付
札
木
簡
で
あ



る
。
品
名
と
数
量
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
他
に
今
回
記
載
し
な
か
っ
た
木
簡
は

三
点
あ
り
、
内
訳
は
、
「有
」
が

一
六
文
字
分
記
さ
れ
た
習
書
木
簡

一
点
と
、

呪
符
木
簡
二
点
で
あ
る
。

本
遺
跡
の
帰
属
時
期
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
奈
良
時
代
末
―
平
安
時
代
中
頃

ま
で
と
考
え
ら
れ
、
自
然
流
路
か
ら
出
上
し
た
木
簡

・
人
形

・
斎
串

。
人
面
墨

書
土
器
な
ど
は
、
本
遺
跡
が
祭
祀
の
場
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
を

物
語
る
遺
物
で
あ
る
。
ま
た
、
過
去
三
年
間
の
調
査
を
通
じ
、
広
い
範
囲
で
祭

祀
関
連
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
本
遺
跡
が

一
人
祭
祀
場
と
し
て
古
代
越
中

国
で
重
要
な
位
置
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
は
富
山
大
学
本
郷
真
紹
氏
に
お
願
い
し
た
。

９
　
関
係
文
献

大
島
町
教
育
委
員
会

・
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『大
島
町
北
高
木
遺

跡
』
（
一
九
九
五
年
）

（高
橋
真
実
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
集

『平
城
京
木
簡

一
―
長
屋
王
家
木
簡

一
―
』

現
在
で
も
鮮
明
な
記
憶
の
あ
る
長
屋
王
家
木
簡
の
出
土
は

一
九
人
八
年

の
こ
と
で
あ
る
。
平
城
京
左
京
三
条
二
坊

一
・
二

・
七

・
八
坪
を
占
め
る

邸
宅
内
で
、
人
坪
の
東
南
隅
に
掘
ら
れ
た
溝
状
の
土
坑
か
ら
三
五
〇
〇
〇

点
を
こ
え
る
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
概
報
の

形
で
報
告
さ
れ
、
相
当
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
今
回
、
そ

の
正
式
報
告
の
第

一
冊
が
出
版
さ
れ
た
。

今
回
の

「平
城
京
木
簡

一
』
は
王
邸
内
の
い
わ
ゆ
る
木
簡
溝
か
ら
出
土

し
た
木
簡
に
、
七
五
年

。
人
〇
年
の
発
掘
調
査
で
、
王
邸
の
南
側
の

「平

城
京
左
京
三
条
二
坊
宮
跡
庭
園
」
地
域
か
ら
出
上
し
た
木
簡
を
加
え
て
、

総
計

一
六
人
七
点
に
つ
い
て
の
原
寸
大
写
真
に
よ
る
報
告
で
あ
る
。
印
刷

は
高
精
細
印
刷
に
よ
り
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
画
像
も
多
く
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
４
判
　
本
文

一
五
〇
ペ
ー
ジ

別
冊

「解
説
」
付

（Ａ
５
判

〓
〓
一六
ペ
ー
ジ
）

定
価
　
一
一九
、
人
七
〇
円
　
　
　
　
発
売
　
吉
川
弘
文
館




